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第１章 研究背景

1.1 青年期の恋愛問題について

恋愛相手と恋愛関係を維持・構築することは、青年の心理的側面に影響を与えるとされて
いる(高坂,2009)。
青年期の恋愛は「未熟な恋愛関係」と捉えることができる。恋愛関係に関わる悩みに直面

したときにどのように解決していくかは、将来の関係性の成熟において重要である。一方、
大学生における恋愛関係とストレスとの関連を調べた高坂(2012)の研究では、学年があがる
につれて「恋愛関係」におけるストレスが低減することが示唆されている。。

1.2 恋愛葛藤と葛藤対処方略

青年が恋愛を通して他者との親密な関係を深めていく過程において、交際初期の段階では
感じていなかった、葛藤状況が生じ始める(松井,1990)ことが明らかとなっている。葛藤が生
じた際に用いる対処方略が重要となる(Straus,1979)。
これまでの研究によると、葛藤場面における建設的な方略は関係満足度を高め、対人関係

の親密さと安定性の発達を促し(Canary,Cupach,&Messman,1995)、相手の破壊的な対処方略
に対して建設的な対処方略を取れるかどうかが関係の維持に重要であるとされている
(Rusbult,Johnson,& Morrow,1986)。古村・戸田(2008)は、この 2 次元分類モデルと類似する
「譲歩」「対話」「攻撃」「回避」という 4因子構造を報告している。

1.3 情動知能
情動知能が高い個人は、親子関係、友人関係、パートナーとの関係が良好である（羽島・

石村・小玉,2014）。情動表出の制御と友人関係の満足感および精神的健康との間には、密接
な関わりが見られる（崔・新井,1998）。
海外の研究を見ると(Bhalla＆Ali,2019)、情動知能は恋愛関係の質に影響があるということ

がわかる。さらに、情動知能は恋愛関係のコミットメントと安定性、関係の親密さ、満足度
にもポジティブな影響がある。

1.4 恋愛関係に対する満足度
Harvey and Omarzu(1997）によると、対人関係における双方の満足度が向上することで、

関係の安定性が改善し、関係の維持に役立つ。情動表出の制御と友人関係満足感との間には
密接な関わりがあると考えられる(崔・新井,1998)。
大学生の恋愛関係に生じる葛藤において、不適切な情動を表出することは、恋愛関係の崩

壊につながることが推測される。恋愛関係満足度は、個人の精神的健康に影響があることか
ら(金政,2012)、恋愛関係満足度を高めることは青年期における重要な課題である。

1.５ 本研究におけるウェルビーイン
ウェルビーイングに結びつくと考えられると健康や人生満足度に影響与えるとされている

(遠藤・柴内・内田,2008)。親密な関係がウェルビーイングと関連することは、多くの先行研
究で指摘されており、親密な対人関係の良好さが幸福感を高めるとされている(Dush &
Amato, 2005)。
本研究では、青年期の大学生を対象とし、恋愛関係に対する満足度、快楽主義・幸福主義
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の両面を含むポジティブな精神的健康、心身のストレス反応でウェルビーイングを構成する。

第 2章 リサーチ・クエスチョンと研究目的

2.1 リサーチ・クエスチョン
RQ1: 恋愛関係における建設的な霊愛葛藤対処方略は、恋愛関係の満足度にポジィティブな

影響があるのか？
RQ2: 情動知能が高い青年は、建設的な恋愛葛藤対処方略を用いる傾向が高いのではない

か？
RQ3:建設的な恋愛葛藤対処方略がとれると、精神的な健康だけでなく、身体的な健康にも

ポジティブな影響があるのではないか？
RQ4:恋愛関係の期間によって、恋愛葛藤対処方略に差異があるのではないか?

2.2 研究目的
本研究の目的は、青年期の恋愛葛藤場面において否定的な情動を適切に調整し、建設的な

恋愛葛藤対処方略をとることでウェルビーイングが高まると想定し、これらの概念間の関連
をリサーチ・クエスチョンに準じて検討することである。

青年期の恋愛に関する心理学研究は多数存在するが、健康心理学の領域において恋愛と身
体的健康を含めたウェルビーイングとの関連を調べた研究はまだ少ない。本研究によってこ
れらの関連を明らかにすることで、大学生のウェルビーイングを向上する新たな知見が提供
できると考えられる。

第三章 研究方法

3.1 調査対象者と調査時期
青年期に相当する18歳〜24歳の男女約200名。2020年 10月〜2020年 12月に調査を実施

した。

3.2 研究の手続き
本研究では、Google Form で作成したWEB 調査票を用いて調査を実施した。

3.3 使用尺度
①フェイスシート

性別、年齢、恋愛状況(いま恋愛相手がいる、過去に恋人がいたが今はいない、恋愛経験
なし)、恋愛期間。
②日本語版情動知能尺度（野崎,2012）
③恋人との対人葛藤対処方略尺度（古村・戸田,2008）
④恋愛関係満足度尺度（豊田, 2004；髙坂, 2015）
⑤ストレスチェックリスト・ショートフォーム（今津・村上・小林・松野・椎原・石原・
城・児玉,2006）
⑥WEMWBS ウェルビーイング短縮版尺度（菅沼・平野・中野・下山,2016）

3.4 分析方法
・独立 t 検定、構造方程式モデリング
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・統計解析ソフトには、IBM SPSS statistics 26、AMOS 24 を使用した。

第４章 研究結果と考察
本研究の目的は，青年期の恋愛における情動知能および恋愛葛藤対処方略と恋愛関係満足

度、WEMWBS ウェルビーイング(ポジティブな精神的健康状態)、心身のストレス反応との関
連を検討することであった。青年期の恋愛について、ウェルビーイングや心身のストレス反
応といた健康心理学的視点から検討した研究は見当たらず，本研究において情動知能および
恋愛葛藤対処方略と心身ストレス反応およびウェルビーイングとの関連を検討したことには
意義があると考えられる。以下，各分析における考察を示す。

4.1 分析対象者
WEB 調査に回答した 175 名のうち、研究対象外となる「恋愛経験なし」と回答した者を除

き，126 名を分析の対象とした。分析対象となったのは、男性 37 名（29.4%），女性 89 名
（70.6%）、平均年齢 20.55 歳（SD = 2.00）であった。
恋愛期間には、1ヶ月未満(8 人)、1ヶ月以上３ヶ月未満(12 人)、３ヶ月以上６ヶ月未満(28

人)、６ヶ月以上１年未満(26 人)、１年以上３年未満(42 人)、３年以上(8 人)という期間に分
類している。

4.2 各尺度の記述統計

各尺度の平均値，標準偏差，Cronbachのα係数とPearsonの相関係数をTable 1に示した。

これらの結果から、恋愛関係満足度と心身のストレス反応との関連においては、恋愛関係
満足度と疲労・身体反応との間に負の相関が認められた。先行研究によって対人関係満足度
は精神的健康に関連があることが明らかになっているが(姜・南,2014)、恋愛満足度と身体的
ストレス反応との関連を調べた研究は見られないことから、新しい知見を提供できたことに
意義があると考えられる。

4.3 恋愛期間による差異

恋愛期間の長期間群(６ヶ月以上)と短期間(６ヶ月未満)群による各尺度得点の差異を調べる
ために、ｔ検定を行った(Table 2)。
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この結果は、関係が継続している者の方が関係満足度が高かったことを報告する Simpson
（1987）の研究を支持するものであった。相馬・山内・浦光(2003)は、交際期間が短いほど
葛藤時に破壊的行動をとりやすく、長いほど建設的行動をとりやすいことを報告している。
本研究の結果は、先行研究を支持するものであった。

4.4 造方程式モデリングの検討

情動知能の 4 つの下位因子、恋愛葛藤対処方略である対話と回避、恋愛関係満足度、心身
のストレス反応、ウェルビーイングの関連を調べる目的で，最尤法による構造方程式モデリ
ングを用いてパス解析を行った。分析の結果，最も適合度が高かったモデルを Figure 1 に示
す。
本モデルは，CFI .945，TLI .951，RMSEA .052，SRMR .796，と高い適合度を示した。
以上から、青年期の恋愛において、適切に恋人の情動に気づき、理解できる青年は、恋愛

葛藤場面から逃げ出さず恋人との間に対話を促し、ウェルビーイングが高まる可能性が示唆
された。
恋愛関係は両者間の相互作用であり、本来であれば、両者に対して調査を行うことが望ま

しいが、本研究では、一者の回答だけを対象に分析を行なった。今後、両者関係(Dyad)を取
り上げ、双方からデータを収集し、分析することでより深い洞察が得られると考えられる。
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